
1. R5.3.31までに接種券を送付しており未接種の方には、改めて接種券の送付は行いません。
お持ちの接種券がそのまま使用できます。

2. 個人病院で接種した方を基礎疾患があるものとしています。
第1弾で接種券が届いても、基礎疾患がなければ年1回の接種となります。

3. 基礎疾患があるのに接種券が届かない方は、新規発行申請をしていただければ発行可能です。

4. 令和5年度2回目接種は、8月中旬頃から順次予約ありの接種券を送付します。

65歳以上または基礎疾患のある12歳以上である

はい

いいえ

5月15日～19日にかけて予約ありの接種券が配送
される予定です。(すでに接種券をお持ちで未接種
の方には発送されません)

▶令和5年度中に2回接種が推奨されています。
（5～8月：1回、9月～：1回のスケジュール）

前回接種をむつ市内で行った

はい

いいえ

8月頃に予約なしの接種券を発送予定です。

▶令和5年度中に1回接種することができます。
（9月～：1回のスケジュール）

5月15日～19日にかけて予約なしの接種券が配送
される予定です。

第１弾：65歳以上または基礎疾患のある12歳以上の方
6月接種開始予定

第2弾：12～64歳の方(基礎疾患なし)
9月接種開始予定

第1弾：市外で接種した方

12歳以上

秋冬に最も流行すると考えられるためです。

※重症化リスクを低減させるためです。

12～64歳で基礎疾患のある方または基礎疾患
にあたるか不明の方は、別紙の【12～64歳
「基礎疾患について」】をご覧ください。



12歳未満

5歳から11歳である

はい いいえ

初回接種が済んでいる

3回目接種が済んでいる

6か月～4歳の方で接種を希望する方
はコールセンターで受付して新規発行
となります。

はい いいえ

はい いいえ

5歳に到達した次の月に予約なしの接種券が発送されます。
▶乳幼児用ワクチンを1回でも接種したことがある方は小児初
回接種の対象となりません。コールセンターで新規発行を受
け付けます。
※転入の方は接種歴の登録がないため、乳幼児用ワクチンを
接種済でも小児の予診票が送付されてしまう場合があるため
です。

3回目接種から3か月経過した次の月に4回目接種券が発送さ
れます。

3回目接種券をすでにお持ちの場合は、そのまま小児用オミ
クロン株対応2価ワクチンを3回目で接種可能です。

小児用オミクロン株対応2価ワクチンについて

・対象者：5歳～11歳の方

・接種時期：5月からを予定

R5.3.31までに接種券を送付しており未接種の方には、改めて接種券の送付は行いません。
お持ちの接種券がそのまま使用できます。

▶令和5年度中に小児用オミクロン対応ワクチンを2回接種することができます。
（5～8月：1回、9月～：1回のスケジュール）



はい

▶令和5年度中に2回接種が推奨されています。
（5～8月：1回、9月～：1回のスケジュール）

接種を希望する方は、8月末までに接種をしてください。
※9月以降に接種をした方には、自動的に次回接種券が発送されません。接
種券の新規発行申請が必要となります。

下記に該当する基礎疾患がある

いいえ

▶令和5年度中に1回接種することができます。（9月～：1回のスケジュール）

お手数ですが、ご予約のキャンセルをお願いいたします。接種を希望する方は、
9月以降の予約日を改めてご予約ください。
(時期が近づいたら予約枠が解放されます)

該当するかご不明な場合は、主治医にご相談ください

12～64歳「基礎疾患を有する方について」

・心臓、肝臓、腎臓または呼吸器に慢性の機能の障害を有する方
・免疫の機能を低下させる疾患にかかっている方
・免疫の機能を抑制する治療を受けている方
・免疫異常に伴う神経疾患または神経筋疾患にかかっている方
・神経疾患または神経筋疾患を原因とする身体機能の低下が認められる方
・染色体に異常を有する方
・血液疾患にかかっている方（18 歳以上であって、鉄欠乏性貧血にかかっている方を除
く。）
・18 歳以上であって、インスリンその他の糖尿病治療薬を用いた糖尿病の治療を受けている
方または合併症を引き起こしている糖尿病の患者
・18 歳以上であって、睡眠時無呼吸症候群の患者
・18 歳以上であって、重い精神疾患にかかっている方
・18 歳以上であって、知的障害を有する方
・18 歳以上であって、ＢＭＩ（体重（ｋｇ）／身長（ｍ）²）が30 以上である方
・18 歳未満であって、代謝性疾患にかかっている方
・18 歳未満であって、悪性腫瘍の患者
・18 歳未満であって、膠原病の患者
・18 歳未満であって、内分泌疾患にかかっている方
・18 歳未満であって、消化器疾患にかかっている方

※上記に掲げる方のほか、新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化リスクが高い
と医師が認める方


